
新しい

空き家活用

農 泊 の カタチ
女性視点 地域内外連携

1.19
2024

１３：３０ 〜１７：３０

参加費 15,000 円

現地参加 地域活性化センター
大会議室

OR

ZOOM

金
オンライン参加

東京都中央区日本橋2-3-4
日本橋プラザビル13階

新たな政策 イタリア事例



セミナー概要

講師プロフィール カリキュラム

申込上の留意点
�■本セミナーは、当センターの個⼈賛助会員に対するサー 
 ビスの⼀環であり、受講にあたり⼊会の必要があります。
�■申込み後、連絡なしのご⽋席や３営業⽇前以降にキャン 
 セルされた場合、返⾦は致しかねます。
�■セミナー中に撮影した写真は、当センターのＳＮＳやＨ
 Ｐで使⽤する場合があります。予めご了承ください。
�■ご記⼊いただいた個⼈情報は、当センター各事業のご案
 内等に利⽤させていただく場合があります。

お申し込み方法

右のQRコードからホームページの
専⽤申込フォームを開き、必要事項を
ご記⼊のうえお申し込みください。

【講師】 ⾦丸�弘美��⽒ 1/19 13:30〜17:30
〇開校式

〇全体講義

〇制度紹介（農林水産省）

〇事例紹介（イタリア）

(⾦)

�「農泊」とは、�農⼭漁村地域に宿泊し、滞在中に豊かな地域資源を活⽤した⾷事や体験等を楽しむ「農⼭漁
村滞在型旅⾏」�のことで、地域資源を観光コンテンツとして活⽤し、インバウンドを含む国内外の観光客を
農⼭漁村に呼び込み、地域の所得向上と活性化を図るものである。�本セミナーでは、現在課題を抱える農泊
推進地域や、これからの農泊に取り組む地域の⽅を対象に農泊に関して新たな制度を知る機会の提供と、新
たな制度下におけるモデルケースの紹介をし、①⼥性視点、②空き家活⽤、③地域内外の連携の視点から学
びます。

【講師】 村⼭�直康��⽒

【講師】���岡崎�啓⼦��⽒

一般財団法人地域活性化センター　セミナー統括課
　　電　話：03-5202-6134

E-mail：seminar@jcrd.jp
◎お問い合わせ先

⾷環境ジャーナリスト。⾷総合プロデュサ
ー。執筆活動のほか⾷の総合プロデユーサ
ーとして⾷育と地域づくりを連携させた活
動を各地で⼿掛ける。総務省地域⼒創造ア
ドバイザー、内閣官房地域活性化応援隊地
域活性化伝道師、地産地消コーディネータ
ー（農林⽔産省）、（⼀財）地域活性化セ
ンターシニアフェローなどを担当。著書に
『ゆらしぃ島のスローライフ』（学研教育
出版）、『⽥舎⼒�ヒト・物・カネが集まる
５つの法則』（NHK�⽣活⼈新書）『⾥⼭産
業論』(⾓川新書)他多数。

農村振興局都市農村交流課 農泊推進室⻑

平成６年４⽉ 農林⽔産省⼊省
令和３年１⽉ 農村振興局総務課調査官
       徳島県庁を経て、
令和５年５⽉ 現職

1977年�埼⽟の兼業農家に⽣まれ、⽥畑の
ある環境や農家の四季の営みを⾝近�に育
つ。2000年�東京⼥⼦⼤学�現代⽂科学部
コミュニケーション学科卒業�（現：現代
教養学部）。�2008年�スローフード協会
が設⽴したイタリア⾷科学⼤学第⼀期⽣
として卒業ののち、⾼品�質なイタリアの
⾷品の販売・レストラン・教育事業を⾏
うイータリー社・トリ�ノ市で、⽇本を主
とする海外展開事業に関わる。⽣産者と
の�リレーション、仕⼊れ、輸出⼊を⽇伊
両サイドからサポートしたほか、広報や
イベント企画など幅広く経�験。�出産・育
児休暇を経て、GEN� Japan∕JINOWA
consortium�メンバーとなる。イタリア
北部のピエモンテ州に12年、エミリア・
ロマーニャ州に引っ越して8年⽬。

〇トークセッション

〇閉講式

〇交流会（希望者のみ）


